




















































































































三証本系統 （鎌倉期写）伊達本、 貞応二年七月本、雅経本、両箱詰 （昭）


































































































































































Composed when Sane told them to return home. 








「時」の用例 … 百八十例 （清輔本）
( 1 ) 具体的な時期を知らせる用法
「御時」（貞観、寛平など） ……四十三例
それ以外（詠む行為と関わる）……九十四例（四十七例）


































































































































































































































































































































まず、第一次 『伊勢物語』は、 『古今集』 と共通する段が基盤となります。本
発表の 『古今集』のクの例が、 『伊勢物語』 の第九段にあたります。よって、
「をり」「をりふし」の残りの例は、 『古今集J成立以後の例となります。



















第一次 『伊勢物語j（『古今集』と共通） …… 九




















































う論を踏まえた上で、どうして心情面が 「折」という語にに関わるかという ことの理由が、 平安前期
以降の文人の精神面、思想が現れているということによるということと、世界を認識するとき、世界
を一様に捉えるのではなく、別れの局面を独自に取り出せるのではないかということが発表者の独自
性であるとした。
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